
分類説明文のポップアップ表示について 
 
Japio 世界特許情報全文検索サービス(GPG/FX)の検索結果詳細表示画面において、各種分類

（IPC、FI、F ターム、CPC、ECLA）にマウスカーソルを重ねることで、当該分類の説明文を表示するこ
とが可能となりました。また、詳細表示画面において、特許庁の「分類対照ツール1 」へのリンクボタンを追
加しました。 
これらにより、ある文献に付与された分類がどのようなものかを容易に把握することができます。 
以下に、詳細について説明いたします。 
 
 

分類説明文の表示 
検索でヒットした文献の詳細表示画面において、IPC、FI、F ターム、CPC、ECLA の各種分類
にマウスカーソルを重ねることにより、当該分類の説明文が表示されます。 
 

（１）データの詳細 
各分類データの詳細を、以下に示します。データのバージョンにつきましては、GPG/FX 検索画面

上部の「蓄積期間」リンクボタンからご参照ください。 
なお、説明文の最後に、当該説明文の追加・修正時期（バージョン）が示される場合がありま

す（例：［５］または［２００９．０１］）。 
 

表 1 表示対象となる分類 
分類 データ取得元 備考 

IPC（第 8版） 分類対照ツール 1  
FI 分類対照ツール 1  
F ターム パテントマップガイダンスシステム（PMGS）22  
CPC 分類対照ツール 1 日本語は仮訳 
ECLA 分類対照ツール 1 日本語は仮訳 
 
GPG/FX において表示される CPC、ECLA の日本語説明文は仮訳であり、あくまでも参考情報

ですので、必要に応じて原文をご参照ください。 
 
 

                                                      
1 https://www.jpo.go.jp/cgi/cgi‒bin/search‒portal/narabe_tool/narabe.cgi 
2 https://www5.j‒platpat.inpit.go.jp/pms/tokujitsu/pmgs/PMGS_GM101_Top.action 

1. 



（２）IPC、FI、CPC、ECLA  
セクション、クラス、サブクラス、メイングループ、サブグループ毎に表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）F ターム 

テーマコード、観点、F ターム毎に表示されます。ただし、付加コードは表示されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）存在しない分類 
該当分類が廃止された等の理由により存在しない場合、存在するレベルまでの表示を行います。 
以下の例では、IPC A23P1/14 が廃止されたため、存在するレベルであるセクション A～サブクラス
A23P までが表示されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 F タームの説明文表示 

図 1 IPC の説明文表示（FI、CPC、ECLA も同様） 

図 3 該当分類が存在しない場合の説明文表示 



（５）説明文が長い場合 
セクション、クラス、サブクラス、メイングループ、サブグループ等の説明文が 500 文字を超える場合、

「（続きあり）」と表示されます。説明文全体を参照したい場合には、下記 2.で説明する分類対
照ツール 1、または、パテントマップガイダンスシステム（PMGS）2などをご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「分類対照ツール」へのリンク 

 詳細表示画面において、特許庁の分類対照ツール 1へのリンクボタンを追加しました。このツールを
使用することで、IPC、FI、CPCの対応関係が分かるように並べて表示できます。また、CPCの日本
語仮訳（一部のみ）も表示可能です。 
 詳細につきましては、分類対照ツールにある使用方法などをご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 

2. 

図 4 説明文が長い場合 

「続きあり」の表示 

図 5 分類対照ツールへのリンクボタン 

国の限定なく表示 


